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１ 基本理念 

 

 

 

 

私たちが生涯にわたって心身ともに健康で、いきいきと過ごすために、「食育」はあ

らゆる世代に必要です。 

特に子どもたちが豊かな人間性を育み、生きる力を身に付けていくためには、何よ

りも「食」が重要です。 

そこで、本市では、「子どもたち」と「生産からつながる食」に着眼を置き、親子ぐ

るみ、学校ぐるみ、地域ぐるみで、食育を通じて、健やかないのちを育む計画を推進

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調理ができる力 

自然環境を 

考えて食べる力 

 

マナーよく食べる力 

 

 

バランスよく 

食べる力 

 

健康によい食品を 

選ぶ力 

 

食事のリズムを 

作る力 

 

しっかりかむ力 

          

食に関心や興味を持つ力 

 

 

楽しく食べる力 

食べ物を大切にし、

感謝する力 

 

しっかり 

食べる力 

しっかりしっかりしっかりしっかり食食食食べるべるべるべる力力力力    

実践する場 

生涯にわたって健康でいきいきと暮らすために、海や大地の恵みを感じながら

一人ひとりが「しっかり食べる力」をつける。 

 

家庭 学校・保育所等 

生涯生涯生涯生涯にわたってにわたってにわたってにわたって健康健康健康健康でいきいきとでいきいきとでいきいきとでいきいきと暮暮暮暮らすらすらすらす    

  

  

注） 

職域 
地域 

注）職域とは、地域の中の団体や事業者等ととらえています。 
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家庭菜園 

生ごみ 

食文化 

食材購入 

調 理 

食べる 

健康健康健康健康でいきいきとでいきいきとでいきいきとでいきいきと暮暮暮暮らすらすらすらす    

収 穫 

 

 

 

 

 

生 産 

加工加工加工加工    

 

食の安全・安心 

堆肥化 

田田田田んぼんぼんぼんぼ    

 

海海海海    

田田田田んぼんぼんぼんぼ    

小田原城小田原城小田原城小田原城    

 

 

 

畑

 
 

 

 

 

私たちが「いただきます」と口に運ぶ食べ物は、どこからきて、どこへいくのでしょうか？ 

食べるということは、地域や環境を含めたさまざまなつながりと広がりをもった行動です。          

食べ物は、森や海、田んぼや畑などで生産され、流通、販売、調理されます。食べることで

健康な心身をつくります。そして自然に次の生産活動に働きかける循環性をもっています。 

生産からつながる食 イメージ図 

 

森森森森    

流通流通流通流通    



                                
 

 13 

２ 基本目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標目標目標目標１１１１    健康健康健康健康にににに配慮配慮配慮配慮したしたしたした食習慣食習慣食習慣食習慣をををを身身身身につけるにつけるにつけるにつける    

生活スタイルの多様化により、朝食欠食や家族がいても別々に食事をするなど、

食習慣も変化しています。規則正しい食事や食を通じたコミュニケーションは、心

身の健康につながります。 

健康に配慮した食習慣を身につけることができるよう、家庭、学校・保育所等、

地域、職域において、朝食やよくかんで食べることの大切さを広め、食を通じたコ

ミュニケーションの場を作ります。 

 

 日本人の食生活は豊かになり、食べ物を選択する幅は広がりました。 

しかし、偏った食事により、生活習慣病などの病気になる人も増えています。 

何をどのくらい食べたらよいのかを、地域の講座や調理実習、学校給食を通じて

発信し、市民一人ひとりが、選択できる力を育みます。 

目標目標目標目標３３３３    食食食食のののの安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心についてについてについてについて理解理解理解理解をををを深深深深めるめるめるめる    

様々な食品や情報が氾濫している中、健全な食生活をおくるために、自らの判断

で食品を選別する力が求められています。 

また、地域で生産し、地域で消費する地産地消は、環境にやさしく、人とのつな

がりを感じながら、新鮮で安心できる食べ物を食べることにつながります。 

食に関する適切な情報提供や地産地消を体験する場の充実、学校給食における地

場産物の利用などを通じて、食の安全・安心について理解を深めます。 

目標目標目標目標２２２２    バランスバランスバランスバランスよくよくよくよく食食食食べるべるべるべる    
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 食をとりまく環境も大きく変わり、自分たちが食べているものがどこからきて、

どのように作られているかなどを日々の中で体験する機会が減り、自然の恩恵や食

に関わる人たちの努力や苦労を実感しにくくなっています。 

 様々な体験活動などを通し、食べ物や食に関わる人たちとふれあうことで、食べ

物を大切にする心を育みます。 

目標目標目標目標５５５５    市民市民市民市民・・・・団体団体団体団体・・・・行政行政行政行政がががが一体一体一体一体となってとなってとなってとなって食育食育食育食育をををを推進推進推進推進するするするする    

 食育を推進していくためには、市民・団体・行政がそれぞれの力を発揮するとと 

もに、一体となって取り組むことが必要です。 

親子ぐるみ、学校ぐるみ、地域ぐるみで食育を推進し、食育を全市的に広げてい

きます。 

目標目標目標目標４４４４    食食食食べべべべ物物物物をををを大切大切大切大切にするにするにするにする気持気持気持気持ちをちをちをちを育育育育むむむむ    
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３ 計画指標 

 

目標目標目標目標１１１１ 健康健康健康健康にににに配慮配慮配慮配慮したしたしたした食習慣食習慣食習慣食習慣をををを身身身身につけるにつけるにつけるにつける    

指標 参考現状値 目標値目標値目標値目標値（（（（２８２８２８２８年度年度年度年度））））    

小学生 

中学生 

８６．１％ 

７９．０％ 

    毎日朝食をとる市民の割合 

 

２０歳以上の男女 ８０．６％ ８５８５８５８５．．．．００００％％％％以上以上以上以上    

 

 

    

目標目標目標目標２２２２    バランスバランスバランスバランスよくよくよくよく食食食食べるべるべるべる    

指標 参考現状値 目標値目標値目標値目標値（（（（２８２８２８２８年度年度年度年度））））    

栄養のバランスを考えて食事をとる市民の割合（注１） ４０．３％ ７５７５７５７５．．．．００００％％％％以上以上以上以上    

    

目標目標目標目標３３３３    食食食食のののの安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心についてについてについてについて理解理解理解理解をををを深深深深めるめるめるめる    

指標 参考現状値 目標値目標値目標値目標値（（（（２８２８２８２８年度年度年度年度））））    

食品の安全性に関する基礎的な知識を持っている市民

の割合（注２） 

６３．４％ ７５７５７５７５．．．．００００％％％％以上以上以上以上    

 

    

目標目標目標目標４４４４    食食食食べべべべ物物物物をををを大切大切大切大切にするにするにするにする気持気持気持気持ちをちをちをちを育育育育むむむむ 

指標 参考現状値 目標値目標値目標値目標値（（（（２８２８２８２８年度年度年度年度））））    

日ごろから「もったいない」と感じる市民の割合（注３） ５８．３％ ９０９０９０９０．．．．００００％％％％以上以上以上以上    

 

目標目標目標目標５５５５    市民市民市民市民・・・・団体団体団体団体・・・・行政行政行政行政がががが一体一体一体一体となってとなってとなってとなって食育食育食育食育をををを推進推進推進推進するするするする    

指標 参考現状値 目標値目標値目標値目標値（（（（２８２８２８２８年度年度年度年度））））    

食育に関心をもっている市民の割合（注４） ７７．６％ ９０９０９０９０．．．．００００％％％％以上以上以上以上    

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）「栄養のバランスを考えて食事をとる市民」とは、「考えて食べている」と答えた人のみをいう。 

（注２）「食品の安全性に関する基礎的な知識を持っている市民」とは、「十分あると思う」「ある程度

あると思う」と答えた人をいう。 

（注３）「日ごろから「もったいない」と感じる市民」とは、「いつも感じている」と答えた人をいう。 

（注４）「食育に関心をもっている市民」とは、「関心がある」「どちらかといえば関心がある」と答え

た人をいう。 

９５９５９５９５．．．．００００％％％％以上以上以上以上    

【出典】 平成２１年度 小田原市健康と食に関する意識調査 

【出典】 平成２１年度 小田原市健康と食に関する意識調査 

【出典】 平成２１年度 小田原市健康と食に関する意識調査 

【出典】 平成２１年度 小田原市健康と食に関する意識調査 

【出典】 平成２１年度 小田原市健康と食に関する意識調査 

【出典】 平成２１年度 全国学力・学習状況調査（小田原市）（小学生・中学生） 

※市内在住の満２０歳以上の男女８５１人を対象に実施。 
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４ 施策の体系 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２    学校学校学校学校、、、、保育所等保育所等保育所等保育所等におけるにおけるにおけるにおける食育食育食育食育のののの推進推進推進推進    

家庭や地域と連携し、学校、保育所等における子どもの健

全な食生活の実現と健全な心身の成長を図る。 

３３３３    地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける食生活改善食生活改善食生活改善食生活改善のためののためののためののための取組取組取組取組のののの推進推進推進推進    

地域において、団体、事業者等と連携した食育を推進する

ことにより、栄養・食習慣・食料の消費に関する食生活の改善

を推進し、生活習慣病を予防する。 

ア 家庭の健康づくり 

  

イ 調理力の向上 

 

ウ 家庭教育力の充実 

ア 学校における食育の推進 

 

イ 学校給食を活用した食育の推進 

 

ウ 幼稚園における食育の推進 

 

エ 保育所等における食育の推進 

ア 生活習慣病等の予防対策 

 

イ 食に関する普及啓発 

５５５５    生産者生産者生産者生産者とととと消費者消費者消費者消費者のののの交流交流交流交流のののの促進及促進及促進及促進及びびびび    

環境環境環境環境とととと調和調和調和調和のとれたのとれたのとれたのとれた農林水産業農林水産業農林水産業農林水産業のののの活性化活性化活性化活性化    
生産者と消費者の交流により、食料の生産が自然の恩恵

の上に成り立ち、生産者など多くの人々の活動に支えられて

いることへの理解を深め、地産地消と環境に配慮した食料生

産を推進する。 

生涯生涯生涯生涯にわたってにわたってにわたってにわたって健康健康健康健康でいきいきとでいきいきとでいきいきとでいきいきと暮暮暮暮らすためにらすためにらすためにらすために、、、、    

海海海海やややや大地大地大地大地のののの恵恵恵恵みをみをみをみを感感感感じながらじながらじながらじながら    

一人一人一人一人ひとりがひとりがひとりがひとりが「「「「しっかりしっかりしっかりしっかり食食食食べるべるべるべる力力力力」」」」をつけるをつけるをつけるをつける。。。。 

ア 生産者と消費者の交流の促進 

 

イ 地産地消の促進 

 

ウ 環境に配慮した取組の推進 

 

エ 教育ファーム（注２）の推進 

 

 

１１１１    家庭家庭家庭家庭におけるにおけるにおけるにおける食育食育食育食育のののの推進推進推進推進    

家庭は食を大切にする心を育み、基本的な食習慣を身に付

け、生涯を通じて健康な生活をおくるための基礎的な場であ

り、学校、団体等と連携し、家庭における食育を推進する。 

４４４４    食育推進運動食育推進運動食育推進運動食育推進運動のののの展開展開展開展開    

市民一人ひとりの食育への関心を高め、市民、教育関係

者、農業者、漁業者、食品関連事業者などの民間団体の自発

的な食育活動を支援し、食育を推進する。 

ア 関係者との連携による推進 

 

イ 食育推進のための意識啓発 

 

ウ 関連した市民運動との連携 
（８０２０運動（注１）・環境保全） 

６６６６    食文化食文化食文化食文化のののの継承継承継承継承、、、、展開展開展開展開のためののためののためののための活動活動活動活動のののの支援支援支援支援    

小田原の歴史を背景に育まれた食文化に対する理解と関

心を高め、地域の特色ある食文化を新たに発見し、豊かで彩

りある小田原の食文化を継承する。 

ア 伝統ある食文化の継承と促進 

 

イ 食文化の担い手の育成 

７７７７    食品食品食品食品のののの安全性安全性安全性安全性、、、、栄養栄養栄養栄養、、、、    

そのそのそのその他食他食他食他食にににに関関関関するするするする調査調査調査調査、、、、研究研究研究研究、、、、情報提供情報提供情報提供情報提供    
 食品の安全性や栄養に関する膨大な情報が提供される

中、市民が正しい情報を適切に選別し活用する力が養えるよ

う、県等と連携し、食中毒の予防や食品の安全性、栄養に関

する適切な情報を提供する。 

ア 食の安全性に関すること 

 

イ 栄養に関すること 

 

（注１）８０歳で２０本以上の自分の歯を残そう運動のこと。 

厚生労働省や日本歯科医師会により推進されている。 

（注２）体験者が農林漁業者の指導を受けて年間２日以上、 

２つ以上の一連の農作業等の体験を行うことを言う。 


